
図1　信号源インピーダンス600Ωの発振器に入力インピーダン
ス1 kΩの反転アンプを接続するとゲインはいくつ？

図2　ゲインが期待より低いときは信号源の内部抵抗が悪さをし
ている可能性がある
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図3　信号源インピーダンスがアンプのゲイン誤差になることをシ
ミュレーションで確認（LTspice回路ファイルSourceImpedance.asc）
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図4　図3の回路の周波数特性
手計算と同じ結果（ゲインは6.25倍）が得られた
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特集　シミュレータで早分り！電子回路教科書

ます．OPアンプの出力からは1 VRMSが得られるでし
ょうか？
　図1の回路では，残念ながら1 VRMS の出力は得ら
れません．図2に示す計算でゲインを計算すると，信
号源抵抗600Ωが1 kΩに直列接続されるため，ゲイ
ンが−6.25倍になるからです．
　回路シミュレータLTspiceでシミュレーションして
みました（図3）．結果を図4に示します．手計算と同
じゲイン6.25倍となっています．
　図1の回路は極端な例ですが，一般的に信号源イン
ピーダンスは変動が大きくゲイン誤差の原因となりが
ちなので，信号源電圧VS を増幅したい場合はR1≫RS

　信号源の先にパッシブ・フィルタ回路（LC フィル
タ回路）が接続される場合は，数MHzの低周波回路
であっても，信号源のインピーダンス（抵抗値）を考
慮します．
　LC フィルタは，入出力インピーダンスを規定し
て設計します．設計時のインピーダンスと異なる信
号源インピーダンスや負荷インピーダンスにフィル
タ回路を接続すると，フィルタの周波数特性に誤差
が生じます．

● 落し穴1　反転アンプのゲインが設計値より低い
　図1は，信号源インピーダンス600Ωの発振器に入
力インピーダンス1 kΩの反転アンプを接続した回路
です．低周波発振器の出力振幅は，あらかじめ入力イ
ンピーダンス10 MΩのディジタル・マルチ・メータ
で測定しておいたので，100 mVRMS に設定してあり
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